
漱石、野田秀樹、プルーストにおける 
《異

ア ン タ ナ ク ラ ー ズ

義復用法》の使用

久　野　　　誠

　恋をしては人生に油をさし、失恋しては人生に水をさす。『怪盗乱魔』

　こんな乱暴な髯をもつて居る、こんな乱暴な男が、よくまあ今迄免職
にもならずに教師が勤まつたものだと思ふと、始めて日本の広い事がわ
かる。『吾輩は猫である』

　ベルスビエ医師は、その太い声と太い眉のせいで、思う存分裏切者の
役を演じても、肉体的にはそうとは見えず、気むずかし屋だが真底は親
切な人柄だという過当なゆるぎのない評判を何一つ落とすことはなかっ
た。『失われた時を求めて』

　《異義復用法》antanaclase とは、一つの文脈の中で、意味を変えて同じ
語をくり返す言語表現上の工夫をいう。1 ） それは《兼用法》syllepse 2 ） や

《くびき語法》zeugme 3 ） や、《類音語法》paronomase 4 ） と延長線上にある。
典型例は、パスカルの有名な断章 «Le cœur a ses raisons que la raison ne 
connaît point.» である。5 ） 例によって、古典修辞学を集約するフォンタニ
エの定義を借りよう。«On peut donc la définir : La répétition d’un même 
mot pris en différents sens, propres ou censés tels ; ou encore, Le 
rapprochement de deux mots homonymes et univoques avec des significations 
toutes différentes.» 6 ）

　《異義復用法》は、数ある修辞法の中で、これまでほとんどスポットを
浴びてこなかった。野内良三は、『レトリック辞典』のなかで、フォンタ
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ニエ自身の言葉を使いながら、こう書いている。「フォンタニエはこの文
彩はわざとらしい技巧だとし、『リラックスした感じの言語表現のなかで
も』使用を控えたほうがいいと警告している。」7 ） ギローの『言葉遊び』
にも、次の記述がある。「異義復言は苦心のあとをとどめるものであるか
ら、控え目に用いなければならない。これは思考の表現に、それを心に
刻みつけるための優雅な、気のきいた、あるいは力強い言いまわしを与
えるという条件においてのみ許容されるべきものである。」8 ） それらは、
いずれも、この修辞法に積極的な価値を見いだすコメントではない。そ
こで、筆者は、《異義復用法》の復権を求めるべく調査に乗り出した。《異
義復用法》は、日本語においては、どのような可能性をもっているのだ
ろうか。日本の作家のなかでも「ことばが軽い」とされる野田秀樹の諸
例は、漱石のそれらと比べて使い方に違いがあるのだろうか。お膝元で
西洋古典修辞学をマスターしたプルーストの諸例は、どこかでそれらを
凌駕している部分があるのだろうか。こうして、本稿では、漱石、野田
秀樹、プルーストの《異義復用法》の諸例の対照分析がなされる。
　漱石の用例引用は、1993年版『漱石全集』（岩波書店）に拠っている。9 ） 
野田秀樹の著作は以下のとおりである。10）『少年狩り』・『赤穂浪士』・『二
万七千光年の旅』而立書房1981年、『怪盗乱魔』新潮社1981年、『空、見
た子とか』北宋社1982年、『野獣降臨・大脱走』・『当り屋ケンちゃん』新
潮社1983年、『ゼンダ城の虜・走れメルス』角川書店1984年、『小指の思
い出』・『野田秀樹シンドローム』而立書房1984年、『瓶詰のナポレオン』
新潮社1984年、『ミーハーこの立場なき人々』講談社1984年、『人類への
胃散』角川書店1984年、『回転人魚』新潮社1985年、『体でっかち』マガ
ジンハウス1988年、『おねえさんといっしょ』新潮社1991年、『誰にも気
づかれずに大バカが治る』光文社1991年、『贋作・桜の森の満開の下』・

『この人をほめよ』新潮社1992年、『僕が20世紀と暮していた頃』中央公
論社1993年、『廻をしめたシェイクスピア』新潮社1994年、『キル・透明
人間の蒸気』新潮社1995年、『旧少年少女のための新伝記全集』中央公論
社1996年、『解散後全劇作』新潮社1998年、『向こう岸に行った人々』ぴ
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あ2000年、『20世紀最後の戯曲集』新潮社2000年、『21世紀最初の戯曲集』
新潮社2003年。『失われた時を求めて』の版本は以下のとおりである。11）  
Marcel Proust, A la recherche du temps perdu, Gallimard, Bibliothèque de la 
Pléiade, 3  vol., 1954. 
　漱石の諸例では、形容詞に特色がある。名詞句と形容詞の結びつきが
共に選択制限内の要素同士というケースもあるが、それらが共起制限違
反の意外な組み合わせになるとき、表現効果は高まる。常用形容詞は一
般に多義語であり、その両義性を利用した《異義復用法》は、日本語に
おいても、成立しやすい。おまけに、語の反復は、日常会話のなかでは、
よくあるおうむ返しのように、口をついて出やすいということがある。

「あなたのは顔が若いのぢやない。気が若いんですよ」（『虞美人草』）「顔
が若い」も「気が若い」も、単独で使われた場合は、日本語として無理
のない表現である。ここでは、前言の訂正のかたちをとることで、「～が
若い」という形式による文脈の完全統一がはかられている。「自分は腹が
重いのと、足が重いのとの両方で、口を利くのが厭になつた。」（『坑夫』）

「芋を食ったばかり」で空腹ではないが、「昨夕から歩き続けで草臥れて」
いる、話者の心情が問題となっている。腹が芋で重くなった状態と、足
が棒のようになった状態を《異義復用法》を使って表現したものである。
ここでも、文脈は、「～が重いのと」という形式の反復で、強固な平行性
がみられる。「何しろ日の短い上へ持って来て、気が短いと来てるんだか
ら、安閑としちゃいられねえ。」（『明暗』） 当然、「日の短い」は朝日が昇
ってから夕日が沈むまでの時間的な隔たりが小さいことを意味し、「気が
短い」はせっかちで何かをゆっくりしていられない気質を示す。「日が短
い」と「気が短い」のように、完全に同じ形式で統一しているわけでは
ないが、なんらかの文体的な平行性の存在はあきらかである。「喧嘩にも
強さうだが、足の強いのには驚いたよ。」（『二百十日』）「喧嘩に強い」の

「強い」は、「喧嘩が得意で、なかなか相手に負けない」ことを示し、「足
の強い」の「強い」は、いわゆる「健脚」を示している。「自分がもし現
実世界と接触してゐるならば、今の所母より外にないのだらう。其母は
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古い人で古い田舎に居る。」（『三四郎』）「古い」は繰り返されているが、
人につく「古い」と、田舎につく「古い」とは意味が異なる。普通には、

「母は老いて昔から田舎にいる」とでもいうべきところなので、「古い」
の反復には、なにか強い修辞的な意図を感じずにはおかない。それは

「母」イコール「田舎」といった同一視を強調するものなのか。「昔気質
の人」とはいうが、「古い人」という表現は、今の日本語のなかでは、意
表を突くもので、この形容詞「古い」の使用は、先の諸例「短い」「強
い」とは異なり、印象効果の高いものになっている。「奇麗な空の下で、
美しい空気を呼吸して、美しい芝居が見たい。透明な空気の様な、純粋
で単簡な芝居が出来さうなものだ。」（『三四郎』）「美しい空気」は「澄ん
だ空気」の意味で、「美しい芝居」は「純粋な芝居」の意味であるとすれ
ば、そこには、《異義復用法》がみられる。きれいな空気とはいうが、き
れいな芝居とはいわない。「金田君は妻君に似合はず鼻の低い男である。
単に鼻のみではない顔全体が低い。」（『吾輩は猫である』）「鼻が低い」と
はいうが、「顔が低い」とはいわない。「薄暗い部屋のなかで、薄暗い人
から此言葉を聞いた小野さんは、つくづく、若いうちの事だと思つた。
若いうちは二度とないと思つた。若いうちは旨くやらないと生涯の損だ
と思つた。」（『虞美人草』） 部屋が薄暗いのは句のつながりとしては自然
だが、「薄暗い人」というのは意表をつく表現で、意味論的には選択制限
違反である。結局、前の文脈から、「薄暗い人」というのは、「［暗くて］
黒い影にしか見えない人」をさすことがわかる。「こんな乱暴な髯をもつ
て居る、こんな乱暴な男が、よくまあ今迄免職にもならずに教師が勤ま
つたものだと思ふと、始めて日本の広い事がわかる。」（『吾輩は猫であ
る』）「乱暴者」とはいうが、「乱暴な髯」とはいわない。ぐしゃぐしゃ
で、もじゃもじゃの、暴れたような、偉そうな、ひねくれた髯、ほどの
意味であろう。「おれは言葉や様子こそ余り上品ぢやないが、心はこいつ
らよりも遥かに上品な積りだ。」（『坊っちやん』）言葉や行動が乱暴でも、
気品が感じられることはある。表にはっきり現れるものの上品さと、内
面の上品さとを、分けて考えるとすれば、本例は、《異義復用法》的であ
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る。普通は、言動が下品だと、「下品な人」になるため、論理的には逆説
の体裁がとられている。
　野田秀樹においては、多くの場合、形容詞の《異義復用法》は人物の
揶揄へと導くアプローチのような役割を果たしている。「体も大きく、自
信も大きく、なにもかもがスケールの大きい北尾君。一体、何が小さい
のかな。脳みそかな？」（『この人をほめよ』）「体が大きい」は具体的だ
が、「自信が大きい」は抽象的である。野田秀樹にかかっては、《異義復
用法》の使用も、最後の《対照法》的な「小さい」「脳みそ」を準備する
ための文脈にすぎない。「松尾さんも三ツ矢さんも立派な職業婦人です。
職業婦人として立派なだけでなく、母としても立派、体格も結構立派、
家ではくのはスリッパ、そういうことらしいのです。」（『この人をほめ
よ』）ここでも、《漸降法》的な茶化しが強く感じられる。「職業婦人」や

「母としても立派」まではプラス要素だが、「体格も立派」になると、女
性への形容だけに、ほめ言葉にはならない。「あたし、字が読めないの。」

「君が字を読めないのは、目が悪いからではない。頭が悪いからなんだ
よ。」（「キル」『解散後全劇作』）「目が悪い」は、マイナス評価とはなら
ないが、「頭が悪い」は、誹謗中傷になる。「頭の足りない人間の話って
いうのは、話が足りないんだ。」とんび（「赤鬼」『解散後全劇作』）「こと
ば足らず」とは言われるが、「話が足りない」とは言われない。「あなた
の顔が険しくなると、この川べりの景色も険しくなります。」（「ローリン
グ・ストーン」『解散後全劇作』）「顔が険しくなる」は顔の表情が気むず
かしいものに変化することを意味するが、「景色も険しくなる」は山や谷
が入り組んで険しくなることを意味する。
　プルーストは、《異義復用法》を使って、形容詞が本来もっている多義
性を最大限に活用しようとする。«sa grosse voix et ses gros sourcils» （I, 
147） 前後の文脈に「気むずかし屋だが真底は親切な人柄」だとある。そ
の二律背反性のものを両立させる外見上の特徴として「太い眉」があり、
それを強固なものにするために、「太い声」が選ばれている。«ce ne furent 
pas seulement à la guerre des soldats merveilleux, d’incomparables «braves», 
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ç’avaient été aussi souvent dans la vie civile de bons cœurs, sinon tout à 
fait de braves gens.» （III, 837） «brave» は、名詞の後に置かれると「勇敢
な」の意味になり、名詞の前に置かれると「律儀な」の意味になる。«une 
obscurité, douce et reposante pour mes yeux, mais peut-être plus encore pour 
mon esprit, à qui elle apparaissait comme une chose sans cause, 
incompréhensible, comme une chose vraiment obscure.» （I, 3 ） «obscur» に
は「暗い」の意味と「曖昧な」の意味がある。«L’autre jour, il a dit qu’il 
avait mangé des pommes de terre sublimes, et qu’il avait trouvé à louer une 
baignoire sublime.» （II, 509） «sublime» には「崇高な」の意味と「絶妙
な」の意味がある。«Vous entendez que la princesse vous dit que c’est une 
femme supérieure. ― Elle ne l’est pas? ― Elle est au moins 
supérieurement grosse.» （II, 485） «supérieur» を副詞に変えて使うことで
マイナスの意味を引き出している。形容詞を «grosse» に取り替えること
で、ほめられた話題の女性が一挙にけなされる。 «Malade? Ce n’est pas 
au moins une maladie diplomatique.» （II, 298） «malade»は文字通りの語で
あるが、«diplomatique» が付くことで比喩的な使い方になる。ここでも、
祖母の病気に気をもむ話者やその家族の心情を逆なでするような無神経
なコタール医師の言動は、好戦的であり、揶揄の対象になる。
　漱石にあっては、動詞の《異義復用法》は一般的である。前言の訂正
のかたちをとることも多い。「馬券であてるのは、ひとの心をあてるよ
り、むずかしいじゃありませんか。あなたは索引のついている人の心さ
え、あててみようとなさらないのんきなかただのに。」（『三四郎』）「馬券
であてる」は、「競馬で勝馬を的中させる」の意味で、「心をあてる」は、

「人の心を読む」の意味である。「索引のついている人の心」という隠喩
が、《異義復用法》を補強する。「兄は、谷一つ隔てて向こうに寝ていた。
これは、身体が寝ているよりも、本当に精神が寝ているように思われた。」

（『行人』）普通、寝ているのは肉体で、「精神が寝ている」という言い回
しは、それ自体表現的である。兄と話者との精神的な距離感を漠然と表
しているようにも思われる。「お延より若く見られないともかぎらない彼
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女［お秀］は、ある意味からいって、たしかにお延よりもふけていた。
言語態度がふけているというよりも、心がふけていた。」（『明暗』）「老け
ている」というのは、「容貌が実年齢より年をとって見える」ときに使わ
れる。しかし、ここでは、顔は若いが、年の割にしっかりとした女性が
問題となる。「四十を越した男、自然に淘汰せられんとした男、さしたる
過去を持たぬ男に、忙しい世が、これほどの手間と、時間と、親切をか
けてくれようとは、夢にも待ちもうけなかった余は、病に生きかえると
ともに、心に生きかえった。」（「思い出す事など」）《列挙法》と《兼用
法》と《異義復用法》が、一文に凝縮されている。大病から立ち直った
漱石の生まれ変わったような新鮮な心情が問題となっている。「お貞さん
が去ると共に冬も去つた。去つたと云ふよりも、先づ大した事件も起ら
ずに済んだと評する方が適当かも知れない。」（『行人』）人が去るのと冬
が去るのでは、「去る」の用法が異なる。「お貞さんと冬が去った」とい
うと《兼用法》になるが、「去る」の反復が《異義復用法》を呼ぶ。「将
門か。うん、気焔を吐くより、反吐でも吐く方が哲学者らしいね。」（『虞
美人草』）「気焔を吐く」とは「血気盛んにする」の意味で、「反吐を吐
く」とは文字どおり「飲食物を嘔吐する」の意味である。抽象的なもの
と具体的なものとの対比が認められる。抽象的なものから具体的なもの
に向かう傾向は、不対法といって、漱石の文体特性である。「詩を作るよ
り田を作れと云ふ。」（『虞美人草』）「詩を作る」の作ると「田を作る」の
作るとは基本的に意味が異なる。ここでも、叙述の流れは、抽象観念か
ら具体物のほうに向かって進んでいることに注意されたい。「金を作るに
も三角術を使はなくちやいけないと云ふのさ──義理をかく、人情をか
く、恥をかく是で三角になるさうだ。」（『吾輩は猫である』）「義理」や

「人情をかく」の「かく」は「欠く」であるが、「恥をかく」の「かく」
は「掻く」である。要素数が多くなると遊戯性が拡大することを承知し
ているかのように、漱石における《異義復用法》の要素数は、 3 が上限
である。
　野田秀樹にあっては、動詞の多義性を利用した《異義復用法》の使用
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は活発である。「客、しらあっとしてるよね。」蛇女「ピアノをひいてる
のに、客までひいてるということですね、座長。」一休（「TABOO」『解
散後全劇作』）「ピアノをひく」とはもちろんピアノを演奏するの意味で
ある。ここでは、前後関係から、「客をひく」つまり、「客引きをする」
の意味ではなく、「客がひく」の意味で使われている。「客がひく」とは
ピアノの演奏に引き込まれずに、さめた気持ちになることを言う。「お母
さんは、まず目で怒る。それでも言うことをきかないと、口で怒る。そ
いでもきかないと、手で怒る。」（『野田秀樹シンドローム』）「目で怒る」
は「怖い目つきをする」の意味で、「口で怒る」は「しかる」の意味で、

「手で怒る」は「たたく」の意味である。母親が怒ったときの一連の反応
を《異義復用法》で示すことによって、ここでは《漸層法》的な高まり
がリズミカルに表現されるように思われる。「汚ない！」「泥がはねまし
た？」「時代がはねたの。」「え？」「時代が、かかった女なの。」（『小指の
思い出』）「泥がはねた」とは言うが、「時代がはねた」とは言わない。「時
代がかった」とは言われるが、「時代が、泥のようにかかった」とは言わ
れない。「私は、声を大にして、活字を大にして叫びたい。E電という、
あの呼び名はどうしちまったんだあっ!?」（『体でっかち』）「声を大にし
て」とは言われるが、「活字を大にして」とは言われない。聴衆ではな
く、読者が問題となっていることから、「声」から「活字」に切り替えよ
うとしたものである。「大相撲は、まわしをはさみで切りあったりはでき
ません。NHKの中継があるし、人気があるからです。」（『体でっかち』）

「中継がある」は「中継が行われる」の意味で、「人気がある」は「人気
を有している」の意味である。サッカーなど他のスポーツと比較した大
相撲の厳粛さを揶揄したものである。「あなたにとっては、ただハンマー
を投げているだけのことかも知れませんが、周囲の人々にとっては、人
生を投げることになるのです。」（『体でっかち』）「ハンマーを投げる」は
文字どおりの「投げる」の使い方であるが、「人生を投げる」の「投げ
る」は「放棄する」の意味で、半ば比喩的な使い方である。「ヤボテン
は、菓子箱に入っているビニールのクッションのプチプチを、懸命につ
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ぶしている。『暇をつぶしてるのか？』少年王」（『回転人魚』）「プチプチ
をつぶす」のは文字通りの「つぶす」の意味だが、「暇をつぶす」の「つ
ぶす」は「あいたところを埋めて、ふさぐ」の意味である。「プチプチつ
ぶし」と「暇つぶし」の両者の行為の概念的な意味が見事に一致してい
る。「白紙の新聞をつくろうものなら怒られる。笑われる。だから埋め
る。なにがなんでも埋める。記事がなければ、人の骨を埋める。埋めて
掘り出す。記事にする。」（『誰にも気づかれずに大バカが治る』）「骨を埋
める」の「埋める」は「墓や土の中に埋める」の意味だが、新聞に関し
て「埋める」というのは、「記事の空欄を埋める」の意味である。こうし
て、野田は、人骨を埋めて掘り出しても記事にするという記者の「やら
せ」の姿勢を揶揄しようとする。「私は九つの時の放課後、教室の花瓶を
わって、そのまましかとして家へ帰った夜、生命を賭けて悩みぬいたも
のです。幼い心には、花瓶の砕ける音は、世界の砕ける音に等しかった
のです。」（『誰にも気づかれずに大バカが治る』）「花瓶の砕ける音」が、
幼時の話者にとって、そのまま「世界の崩壊を告げる音」になる瞬間を、

《誇張法》的に処理した《異義復用法》の用例である。「花瓶が砕ける」
は「砕ける」の文字どおりの使い方だが、「世界が砕ける」は「世界が音
を立てて崩れる」のような精神世界に関する比喩にほかならない。「ジュ
リアン・ソレルに手をかけたぞ。」「ならば同じことをしてやれ。」「あっ。
手をかけただけなのに足をかけたな。」「同じことをしてやれ。」「足をか
けただけなのに、水をかけたな。」「同じことをしてやれ。」「水をかけた
だけなのに、熱湯をかけたな。」「同じことをしてやれ。」「熱湯をかけた
だけなのに、灯油をかけたな。」「あ、マスクをかけた。」「めがねをかけ
た。」「アイロンをかけた。」「百メートルをかけた。」「青春をかけた。」「命
をかけた。」「歯をかけた。」「輪をかけたバカだ。」（『瓶詰のナポレオン』）
井上ひさし風の安直な《異義復用法》の連続使用の例である。「手をかけ
る」は「刀で切りつける」、「足をかける」は「足をひっかける」、「水・
熱湯・灯油をかける」は「浴びせかける」、「マスク・めがねをかける」
は「身につける」、「アイロンをかける」は「衣服にあてる」、「百メート
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ル・青春をかける」は「飛ぶように走り抜ける」、「命をかける」は「賭
ける」、「歯をかける」は「歯が欠ける」の誤用か、「輪をかける」は「一
層はなはだしくする」の意味である。われわれは、《異義復用法》が掛詞
の一種であることを思い知る。その連続使用は、場面の深刻さや緊迫感
を失わせる。節度が必要だというおおかたの修辞学者の見解にもうなず
ける。野田秀樹は、井上ひさしのように、この種の積み重ねを厭わな
い。12）「お言葉を返すようですが……」「今は何も欲しくはないわ。」「い
え、お返しします。」（『怪盗乱魔』）「言葉を返す」は紋切り型だが、「お
返しします」は何かの物を返す表現に見える。「恋をしては人生に油をさ
し、失恋しては人生に水をさしているだけよ。」（『怪盗乱魔』）「油をさ
す」と「水をさす」の《対照法》的な言い回しが言い得て妙である。「油
をさす」は「物事を円滑にする」というプラスの意味をもつが、「水をさ
す」は、それとは正反対の「仲良しの間柄に、横から邪魔して、うまく
行かないようにする」というマイナスの意味をもつ。「さす」の反復以外
に、「～しては」「人生に」のくり返しなど、対句形式で、しっかりとし
た文脈づくりがなされている。「泥棒！」「なに、泥棒 !?」「あんたのこと
よ。」「僕？」「そう。」「僕が何を盗んだ。」「心を掠め盗ったわ。」「そんな
ありふれたものならお返しします。」「年もとったわ。」ダンカン（『怪盗
乱魔』）「物を盗む」というのは文字通りの使い方だが、「心を盗む」とい
うのは比喩的な使い方である。「たまの日曜日に、新宿で女に恋をしない
で思い出に恋するだなんて。」（『怪盗乱魔』）「女に恋をする」は文字通り
の使い方だが、「思い出に恋する」には比喩的な使い方である。「ブルー
マーを脱ぐくらいなら、かぶとを脱ぐんだ、沖田。」（『怪盗乱魔』）「かぶ
とを脱ぐ」は「脱帽する」の意味だが、それを字義どおりにとらえよう
とする。「その夜、僕に心と体を許して、ひばりは、そのすくなめでない
唇から、たくさんのコトバを吐いた。センメンキ一杯にはいた。」（『おね
えさんといっしょ』）「コトバを吐く」はそれ自体比喩的な使い方である
が、「センメンキ一杯」という表現が「はく」を文字どおりにとらえるこ
とを伝えている。「心と体を許す」という《兼用法》の使用にも注意され



83

たい。「中心から周縁へ疎外された女優が、ヌードになったり国会議員に
なったり山東昭子になったりすることは、往々にしてありがちである。」

（『おねえさんといっしょ』）「ヌードになる」も「国会議員になる」も普
通名詞を使った通常の「なる」の使い方であるが、「山東昭子になる」と
なると事情が変わる。唐突な固有名詞の使用は、歴史的な人物でなけれ
ば、すぐに古びた印象を与える。「決して僕に筆を折らせたり右腕を骨折
させたりしないで下さい。」（『おねえさんといっしょ』）「筆を折る」は

「書くことを一切やめる」の意味で、「骨を折る」は文字どおり「骨折す
る」の意味である。
　プルーストにあっては、動詞の例は少ない。その冗長性から反復が避
けられて、《兼用法》や《くびき語法》といった省略法に変化するするこ
とが多いからだろうか。«Saint-Loup m’avait dit : «Je réponds pour elle.» 
Et malheureusement, en effet, pour elle ce n’était que lui qui avait répondu» 

（II, 141） «répondre pour elle» の熟語としての意味「請合う」と文字通り
の使い方「代りに返事をする」とのあいだで、《異義復用法》を成立させ
ている。 «Je ne sais pas jouer au whist, mais je sais jouer du piano.» （II, 
973）フランス語では楽器演奏には «de» をスポーツや遊技系の運動・遊
戯には «à» を従えるという違いはあるが、共に «jouer = play» を使うこ
とを利用した用例である。
　漱石にあっては、名詞の用例数が極端に少ない。「この男［バルザッ
ク］が、大のぜいたく屋で― もっとも、これは口のぜいたく屋ではな
い。小説家だけに、文章のぜいたくを尽くしたということである。」（『吾
輩は猫である』）補語をつけて前言を訂正するタイプである。本来の「ぜ
いたく」はお金のかかる生活などを意味するが、ここでは、口が肥えて
いるという意味の「口のぜいたく」と、文章を飾り立てるという意味の

「文章のぜいたく」とが問題となる。「お前胃のため、わしや腸のため、
共に苦しむ酒のため」（『行人』）「酒のため」は病気の原因となったこと
を示しているが、「胃・腸のため」は病気で苦しむことになった結果を示
している。
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　野田秀樹における名詞の諸例では、転回の契機となる語の字面や音声
が合図となって、そこからはじけるように、言葉の引っかけが行われる。

「私はもともと誰でもないから破れかぶれで生きています。」「恋に破れる
のはいいけれど、女にかぶれるのはご免だ。」（『二万七千光年の旅』）「破
れかぶれ」は「どうにでもなれというすてばちの気持ち」を表すステレ
オタイプの表現だが、それを文字どおりにとらえようとしている。複合
名詞の各要素を動詞に換えて使うもので、言葉遊びの性格が強いように
思われる。「方向音痴であり政治音痴だった野田秀樹翁が政治に走った。」

（『ミーハー、この立場なき人々』）もともと音痴自体、音感が悪くて、し
っかりとした音程で歌えないことを示すものであるから、「方向音痴」も

「政治音痴」も比喩的な使い方である。しかし、前者は日本語のなかです
でに認知されており、比喩とは感じられないだろう。自身を「野田秀樹
翁」と呼ぶ言い方も地味な《異義復用法》を補強する。「肉体の若造り
が、どことなく知れてしまうように、文体の若造りも世界の果てまで知
れ渡る。」（『空、見た子とか』）「肉体の若造り」は文字どおりの使い方だ
が、「文体の若造り」は比喩的な使い方で、「世界の果てまで知れ渡る」
という《誇張法》が《異義復用法》を補強する。「ままははは、ママなう
えに母なのだろうから、荷が重くて過労気味で、生理が重なったりする
と、子供にやつあたりをするのだろうけれども、ままちちは、ママが嫌
な時は、ちちになり、父が嫌な時は、ママになる、という大変融通のき
く人である。」（『空、見た子とか』）義理の母親のことをママ母とは言う
が、義理の父親のことをママ父とは言わない。「専業主婦」を「専業主
夫」に変えるのと同じような印象効果であろう。複合語の一部を換えて
反復させるタイプの《異義復用法》である。「芝居を終え家路についた夜
道、暗がりに分別ゴミという字を見つけ、人はとうとう分別をゴミにし
て捨てるようになってしまったのかとドキッとした。」（『誰にも気づかれ
ずに大バカが治る』）同じ漢字の読みを変えると意味が変わる性質を利用
した《異義復用法》のタイプである。ブンベツゴミは普通の表現だが、
フンベツゴミと読めば、フンベツのような抽象概念をゴミとして捨てる
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ことはあり得ないのだが、著者を一瞬当惑させる。ここで思い出される
のは、プルーストが得意とする、成句などを文字どおりに解釈すること
によって生じるユーモアと滑稽味の醸成である。野田秀樹も、プルース
トのように、字句を文字どおりにとることから、話をはじめる。「坊主憎
けりゃケサまで憎いと言うけれど、今朝は憎くとも、今夜はまた愛する
かもしれないのだ。」（『誰にも気づかれずに大バカが治る』）「袈裟」と

「今朝」の同音性を利用した安っぽい洒落で、次例同様、漢字圏の言語で
しか成立しないタイプである。野田秀樹にあっては、《異義復用法》は時
に《同音語反復》のかたちをとる。「島流しにツキモノのタンダイと言え
ば、六波羅のタンダイとか奥州タンダイである。東洋英和タンダイ―
さすがに二の句をつぐ気がしなかった。」（『人類への胃散』）島流しで有
名な八丈島にやってきた軽薄な女子短大生たちに向けられた特有の皮肉
が問題となる。漢字における「探題」と「短大」の同音性を利用した安
直な掛詞である。「休み時間が二十分もあろうものなら、その二十分はゴ
ールデンウィークだ。放課後の一時間は、一ヶ月の夏期休暇だ。学校か
らの帰り道は、行きより、もっと長い道草が待っている。家へ帰っても、
まだ昼下りだ。それからの時間はまたひとつの時代に匹敵するほどだ。
夕方には、悠久の時代が待っている。まして、夜には時が使い尽されて、
時間の方がカラカラになって止ってしまう。かように子供の時間という
のは違う。パリ時間、モスクワ時間、日本時間とあるように、子供時間
というのがありそうだ。」（『当り屋ケンちゃん』）ここでは、子供にとっ
ての時間の相対的な長さが《漸層法》的な《誇張法》を軸に表現されて
いる。「パリ・モスクワ・日本時間」は文字どおりの使い方だが、「子供
時間」は比喩的な使い方である。徐々に大げさな言い方になってきてい
る点にも注意されたい。「胸騒ぎの木曜日は、日を増すにつれて、圭一郎
の体の中で悪化していった。金曜日には胸ばかりでなく、騒ぎは胃に転
移した。胃騒ぎがおこった。土曜日には肝臓騒ぎが始まり、そしてこの
日曜日、大仕事を前にして、胸騒ぎは、圭一郎の脳にまで転移していっ
た。そんな脳騒ぎの日曜日― 。」（『当り屋ケンちゃん』）「胸騒ぎ」とは
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「心配事のために不安が高まり、胸がどきどきすること」を示す紋切り型
の表現だが、「胃騒ぎ」はストレス性の胃潰瘍で、「肝臓騒ぎ」は酒の飲
み過ぎで肝臓が悪くなったことを示しているのか、「脳騒ぎ」とは頭痛を
表しているのだろうか。
　プルーストにおける名詞の《異義復用法》には、語の本来の二義性を
利用したものと、補語をつけてひっかけて使うものがある。«J’appuyais 
tendrement mes joues contre les belles joues de l’oreiller qui, pleines et 
fraîches, sont comme les joues de notre enfance.» （I,4）ここでは、それ自
体「子供の頃の頬」にたとえられた「枕の頬」という比喩的な使い方と
話者の「頬」の文字通りの使い方との対比が問題となる。«C’est dans le 
volume sur son ambassade d’Espagne ; ce n’est pas un des meilleurs, ce 
n’est guère qu’un journal, mais du moins un journal merveilleusement écrit, 
ce qui fait déjà une première différence avec les assommants journaux que 
nous nous croyons obligés de lire matin et soir.» （I, 25-26） «journal» に

「新聞」と「日記」の両義性があることを利用した本来的な《異義復用
法》の用例である。«cette Charité sans charité» （I, 81） 話者の目に「慈
悲」を表す彫像が少しもそれらを象徴しているようには見えないことが
問題となっている。本例では、作者は、普通名詞としての意味と固有名
詞としての意味のあいだで、《異義復用法》を成立させようとする。 
«Quant à moi, sans bien me représenter ce «bureau d’esprit» , je n’aurais 
pas été très étonné de trouver la vieille dame de Balbec installée devant un 
«bureau» , ce qui, du reste, arriva.» （II, 150）「デスク」の文字どおりの使
い方と「才気のデスク」という比喩的な使い方との間で、《異義復用法》
が成立している。このデスクは仕事机で、ヴィルパリジ夫人が絵を描き、
回想録を書く場所である。「才気のデスク」は同夫人の代名詞になってい
る。 «il avait dîné «chez une princesse», ― «Oui, chez une princesse du 
demi-monde!» （I, 18）スワンが上流階級とつきあいがあることを認めよ
うとしない話者の大叔母は、フランソワーズのことばに皮肉を添えて返
さずにはいられない。「大公夫人」は文字どおりの使い方だが、「花柳界
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の大公夫人」ということになると、「大公夫人」の意味ではなくなる。
«c’est ce Maulévrier dont il dit : «Jamais je ne vis dans cette épaisse bouteille 
que de l’humeur, de la grossièreté et des sottises.» ― «Epaisses ou non, je 
connais des bouteilles où il y a tout autre chose» （I, 26）「このずんぐりし
たびん」は人物を中傷する隠喩として機能しているが、話者の祖母の妹
フロラは、話題を変えようとして、気の利いた切り返しをしたつもりで、
通常の「びん」の意味で使っている。 «Cette blague!  dit Odette. ―
Blague à tabac?  demande le docteur.» （I, 260） «blague» に「うそ」と「タ
バコ入れ」の二義があり、その両義性を利用した用例である。医師のコ
タールが、《異義復用法》を通して揶揄される。茶化しは相手の言葉を文
字どおりにとるところから始まる。«Ah! alors, dit M. de Cambremer en 
s’inclinant, du moment que c’est votre avis... ― Avis au lecteur!» dit le 
docteur en glissant ses regards hors de son lorgnon pour sourire.  （II, 976） 
«avis» は「意見」の意味をもつが、«avis au lecteur» は「書物のはしが
き」を示す。医師のコタールの珍妙な受け答えが問題となる。補語添加
によって、名詞の意味を変えて使うタイプである。«c’était un gggrand 
ami à mon beau-frère Charlus, et aussi très ami avec Voisenon （le château 
du prince de Guermantes）» （III, 581）「人間と友達」というのは本来の用
法だが、「城館と友達」というのは比喩的な用法である。後者はゲルマン
ト大公との懇意を示す。«la pâquerette et la boule de neige des jardins qui 
commence à embaumer dans les allées de votre grand’tante, quand ne sont 
pas encore fondues les dernières boules de neige des giboulées de Pâques.»  

（I,127） «boule de neige» を文字どおりの「雪だま」と「雪だまの花」の
二義に使うことが問題となる。
　まとめにかかろう。《異義復用法》は、《兼用法》と異なり、反復法の
一種なので、なんらかの平行性の文脈を前提とするが、そのなかに比喩
など意外性が含まれるときに、高い文体効果をもつように思われる。漱
石の真骨頂は、こうした比喩を前提とする形容詞の《異義復用法》の使
用にある。同一語を文字どおりの意味と比喩的な意味とでくり返すこと
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がそれにあたる。「薄暗い人」や「乱暴な髯」などのような共起制限違反
を通して、作者は、読者の意表を突こうとする。13） 漱石の根底にあるの
は、西欧風のユーモア感覚である。14） 野田秀樹にあっては、《異義復用法》
は、言葉遊びの傾向も強く、多くは人物を中傷する道具のように機能し
ていた。強いて言えば、野田は、あえて「言葉を軽く使う」15） ことによ
って、動詞や名詞の連続使用を軸とした日本語の《異義復用法》の可能
性を広げることに成功している。野田が得意とする演劇という形式は、
対話を前提とするものなので、《異義復用法》とはもともと相性がよい。16） 
プルーストも時折、作中人物の揶揄にそれを使っているように、野田は、
相手の言葉尻をとらえることで、とんちんかんな印象を読者に与えよう
とする。プルーストの場合は、独白か対話の流れのなかで、意味を変え
て語をくり返すことによって、読者の注意をユーモアや皮肉や揶揄の方
向にもっていこうとする意図が強く感じられる。もともと、単独ではど
っちつかずの両義性をもった語をこね回すことで、この小説家は微妙な

《異義復用法》の成立をめざそうとする。プルーストにあっては、二つの
意味をもつ語を前提にして、そこから方向の異なるふたつの話を導こう
としているように思われる。《諷喩》的といってもよい。
　形式的には、《異義復用法》の軸語は、形容詞か動詞か名詞になる。そ
のため、諸例は 3 種に大別されていた。参考までに、本稿で引用された
各作家の用例数の内訳を示そう。漱石の用例総数は20例で、形容詞が10
例（50％）、動詞が 8 例（40％）、名詞は 2 例（10％）になっている。ま
た、野田秀樹の用例総数は32例で、動詞が18例（約56％）、名詞が 9 例

（約28％）、形容詞が 5 例（約16％）である。さらに、プルーストについ
ては、用例総数が18例で、名詞が10例（約56％）、形容詞が 6 例（約33
％）、動詞が 2 例（約11％）になっている。単純に数から判断すれば、漱
石では名詞タイプが極端に少なく、逆にプルーストでは動詞タイプが極
端に少ない。日本語では、名詞の同音異義語が多くて、その《異義復用
法》は野田の諸例のように安っぽい掛詞になりやすいからであろう。も
ちろん、動詞の場合も、要素の数を重ねると、同じような効果をもち得
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るのだが、漱石は、その数を抑えて使っているように思われる。プルー
ストに動詞型の諸例が少ない点については、むしろ、動詞は反復させる
よりも兼用させることで文章をすっきりさせる意図が彼にあるのかもし
れない。野田秀樹においては、形容詞タイプが少なめである。野田にあ
っては、言葉の軽い使用が、動詞と名詞のひっかけやすさに直結してい
るように思われる。こうして、漱石は形容詞型に、野田秀樹は動詞型に、
プルーストは名詞型に特徴があるとも考えられるが、その現実的な分類
パターンは四つある。1. 形容詞をふたつの意味で使い分けるもの。2. 名
詞の両義性をそのまま利用するもの。3. 名詞に補語をつけて限定的に使
うもの。4. 意味を変えて動詞をくり返すもの。一般的な《異義復用法》
のタイプは、3. と4. である。これらは、日常会話のなかで《異義復用法》
を容易に成立させるものなので、無視できない。日常会話においては、
われわれは、できるかぎり対話をスムーズにすすめなければならない。
そんなとき、相手が発した最後の言葉の尾をつかんで、会話をつなぐこ
とがあるかもしれない。その際に、少し意味を変えて使うことで、良く
も悪くも相手の言葉を自分の話の契機にできるということがある。時に
は会話を自分のペースにもっていくのに《異義復用法》が利用される。
これが《異義復用法》の基本的な使い方である。しかし、へたをすると、
たわいもない言葉遊びになってしまうのも、3. と4. である。特に、それ
らの連続使用は、作品を騒々しい文体に仕上げるのに大きく貢献するだ
ろう。井上ひさしや野田秀樹は、それらのもつ軽薄さを利用しようとす
る。そんななかで、漱石とプルーストによる《異義復用法》の使用は節
度を感じさせるものである。彼らは、数に訴えることを避けて、《異義復
用法》が本来もっている表現性をもっと穏やかに示そうとする。多くの
修辞学者から否定的な評価を与えられてきた《異義復用法》ではあるが、
今回の調査で、日本語においても、それが活用可能な修辞型として機能
することが確認された。とりわけ、漱石の諸例は、修辞学書の指南どお
りに「控え目」なもので、《異義復用法》が日本語に移植され得ることを
強く感じさせた。 （岐阜聖徳学園大学教授）
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